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１　はじめに 

　近年、電波を用いる医用テレメータ、無線機能付き医用電気機器、スマートフォンなど、様々な電波利用機器

が医療機関において活用されるとともに、新型コロナウィルス感染症の発生をきっかけとして、オンライン診療

用無線端末やオンライン面会端末、無線型監視カメラ等の導入が広がっている。これらの機器の活用は、医療の

質の向上や効率化に不可欠であり、その電波管理等が適正になされていない場合には、高度な医療 ICTシステムを

導入する際の弊害となるだけでなく、患者の安全に対する脅威となることから、安心・安全に電波を利用するた

めの環境整備の重要性が増している。  

 

２　総務省の取組の経緯  

総務省は、平成９年（1997年）及び平成26年（2014年）に医療機関における携帯電話等の使用に関する指針を

策定に携わるなど、医療機関における安心・安全な電波利用について取り組んできた。  

特に医療機関における電波利用については、「医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引

き」（電波環境協議会　平成28年（2016年）４月）の検討当初から積極的に携わった。 具体的には、近年利用

が急拡大している携帯・可搬型の医用テレメータや無線 LAN及び携帯電話を中心に、安心・安全な導入と運用の

ための情報や、病院側に求められる管理体制についてまとめている。 

　本手引きは発行から5年を経過したことから、この度、以下の点を念頭に、電波環境協議会において手引きの改

定が行われた。  

（１）使いやすさの改善  

（２）新たな通信規格への対応 

（３）新たなニーズへの対応  

特に無線 LANについてはテザリングの扱い、携帯電話関連では5Gへの対応などが追加されている。  

 

３　おわりに 

　本シンポジウムを通して、医療機関における電波利用に係る問題点と安心・安全な運用方法が広く認識さ

れ、医療の質の向上や効率化が図れられることを期待する。
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1.はじめに 
近年、携帯・可搬型医用テレメータ、無線式ナースコール、

離床センサ、無線機能付き医用電気機器等、様々な電波利

用機器が医療の質の向上や効率化を目的に医療機関にお

いて活用されるとともに、新型コロナ感染症対策を契機とした

遠隔モニタリング機器やオンライン面会用端末等の利用にも

期待が高まりつつあり、医療機関にける電波利用が進んでい

る。 

2.総務省取り組み概要 
総務省は、1997 年（平成９年）1)及び 2014 年（平成 26

年）2)に医療機関における携帯電話等の使用に関する指針

の策定に携わるなど、医療機関における安心・安全な電波

利用について取り組んできた。そのような状況の中、携

帯・可搬型の医用テレメータや無線 LAN などの医療機関

における電波利用機器の使用が広がり、電波に関するト

ラブル経験が報告されたことから、総務省では、現在、医

療機関における安心・安全な電波利用を推進するため、以下

の３本の柱により医療機関、関係団体、各行政機関と密接に

連携し活動を行っている。 

I 検討・調査 
対応策の検討・調査のため、電波環境協議会（以下

「EMCC」という）「医療機関における電波利用推進委員会」に、

総務省と厚生労働省は、学識経験者、業界団体等とともに、

構成員として 2015 年から参加している。同委員会においては、

全国医療機関へのアンケート調査や、技術的検証も踏まえて

検討を行い、その結果を公表するとともに、年１回シンポジウ

ムを開催している。 

Ⅱ 各地域の医療機関等への周知活動 
 各地域の医療機関への周知啓発活動を行うため、国内

10 か所の総合通信局及び沖縄総合通信事務所において

「医療機関における電波利用推進地域協議会」を設置し、地

域の医療機関が抱える課題の把握や効果的な周知活動方

策を検討し、それぞれの地域に対応した、説明会等を開催し

ている。  

Ⅲ 関係団体等への周知及び活動支援 
全都道府県や関係団体等への通知等が行われるよう関係

省庁である厚生労働省と連携した活動支援を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図 1 関係団体等との連携イメージ 
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3．安心・安全な電波利用のための調査 
EMCC では、医療機関において電波を利用する機器の普

及拡大に対応するため、医療機関における電波の適正な利

用の確保を目的に 2016 年（平成 28 年）4 月に「医療機関に

おいて安心・安全に電波を利用するための手引き」3)（以下

「手引き」という）を策定した。それ以降も、「電波の安全利用

規程（例）」4)を検討し公表を行った。 
また、日本建築学会の「医療機関の電波利用に配慮した

建築ガイドライン検討小委員会」において、「医療機関におけ

る電波利用機器に配慮した建築ガイドライン・同解説－医用

テレメータ編－」の発行に向けた検討が行われた。 
一方、この間、無線 LAN の利用拡大や第 5 世代携帯電話

（通称 5G）を始めとする新しい無線通信技術の出現、医療

機関における電波利用の状況も変化している。 
今回、総務省及び厚生労働省が行った全国医療機関へ

のアンケート調査結果を踏まえ、医療機関での利用が多い、

医用テレメータ、無線 LAN、携帯電話を中心に、医療機関に

おける無線機器の利用状況や課題について俯瞰する。 

3.1 医用テレメータ 
全国医療機関へのアンケート調査結果は以下のとおりであ

り、特に、電波が届かないというトラブルが圧倒的に多い。こ

のトラブルは、建築設計・施工に由来する事項も大きな要因

であるため、日本建築学会において「医療機関における電波

利用機器に配慮した建築ガイドライン・同解説 医用テレメー

タ編」の検討が進められた。 
 

【全国医療機関へのアンケート調査結果】 

・病院における医用テレメータの導入率は約 8 割 （図 2） 

・医用テレメータ導入病院のうち、約 4 割が電波に関するトラ

ブルを経験 (図 3) 

・トラブル経験があると回答した医療機関の多くが「特定の場

所で電波が十分に届かない」を選択 (図 4) 

 
 
 
 
 

 

 

図 2 医用テレメータの導入状況 

（2020 年度アンケート調査結果）5) 6) 
 
 
 
 
 
 

図 3 医用テレメータのトラブルの経験（病院） 
（2019 年度アンケート調査結果）5)7) 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 医用テレメータの電波に関するトラブルの原因（病院）

【複数回答】（2019 年度アンケート調査結果）5) 7) 
 

3.2 無線 LAN 
医療業務用に無線 LAN が利用されるケースもあることから、

業務のための無線通信に障害が生じると、患者のバイタルサ

インの異常検知が遅れたり、ベッドサイドでの患者情報の参

照や入力ができないなど、患者安全と労働効率に対する脅

威となる可能性がある。 
また、11ax(通称 Wi-Fi 6)といった、新たな通信方式が利

用されつつあるため、現行無線 LAN 規格の各特徴を踏まえ

た情報提供が必要となる。 
 

【全国医療機関へのアンケート調査結果】 

・無線 LAN を導入している医療機関は、病院約 9 割、有床

診療所約 7 割と実利用が進んでいる状況 (図 5) 
・無線 LAN は、いわゆる電子カルテを含む医療情報システム

をはじめとして、インターネットへの接続、医療機器のデータ

伝送用など、幅広い用途に使用 (図 6) 
・無線 LAN の導入医療機関のうち、病院の約 5 割が電波に

よるトラブルを経験 (図 7) 

・具体的なトラブルとしては、「特定の場所で電波が十分に届

かない」（約 7 割）が特に多い (図 8) 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 無線 LAN の導入状況 

（2020 年度アンケート調査結果）5) 6) 
 
 
 
 
 
 



日本医療情報学会 第41回医療情報学連合大会（第22回日本医療情報学会学術大会）

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 無線 LAN 利用用途 
（2020 年度調査アンケート調査結果）5) 6) 

 

 

 
 

 
図 7 無線 LAN のトラブルの経験（病院） 

（2019 年度アンケート調査結果）5)7) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 無線 LAN の電波に関するトラブルの原因（病院） 

（2019 年度アンケート調査結果）5) 7) 

3.3 携帯電話 
携帯・スマートフォンの導入が、急速に広がっている。医療

従事者用の端末としてスマートフォンなどのモバイルデバイス

を導入することで、様々な業務を効率化する動きが広がると

予想される。利便性の一方で、医療機関における電波管理

は益々重要となる。 
また、業務用内線電話端末として病院における導入率が

2019 年度時点で約８割と高い PHS については、自営 PHS は

引き続き使用できるものの、公衆 PHS 音声通話サービスは

2021 年１月終了しており、将来的に、端末供給に影響が出る

可能性がある。 
加えて、5G といった新たな通信規格の利用が開始されて

いることから、現行利用されている携帯電話システム規格の

各特徴を踏まえた安心・安全に利用するために必要な情報

が重要となる。 
 

【全国医療機関へのアンケート調査結果】 

・病院における導入率は、PHS 約 8 割、携帯・スマートフォン

約 3 割 (図 9) 
・病院における、携帯・スマートフォンの導入率は、2019 年度

26.8％から 2020 年度 47.8％に増加 (図 10) 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 業務用内線電話端末の導入状況（病院） 
2019 年度アンケート結果 7) 

 
 
 
 

 

 

 

 
図 10 業務用内線電話端末 携帯・スマートフォン 

導入状況（病院） 2019・2020 年度アンケート調査結果 6) 7) 

 

3.4 医療機器への無線の活用の広がり 
様々な医療機器への無線利用が広がり、医療機関におけ

る重要な情報基盤となりつつあることから、今後一層、安心・

安全な電波利用に配慮する必要ある。 
 

【全国医療機関へのアンケート調査結果】 

・医療機器の無線機能によるデータや画像の無線伝送は、

病院の約 3 割で導入されている。 (図 11) 
・具体的な医療機器としては、一般 X 線撮影装置が 49.4％と

最も多く、SpO2 センサや血圧計などの測定器でも多く使わ

れている。 (図 12) 
 

 
 
 
 
 

 

図 11 医療機器の無線機能によるデータや画像の 
無線伝送の導入状況（病院） 

（2019 年度アンケート調査結果）7) 
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図 12 無線機能を使用している医療機器（病院） 

（2019 年度アンケート調査結果）5)7) 

3.5 新型コロナ感染症対策を契機とした変化 
新型コロナ感染症対策を契機として、患者や外部との接触

機会を減らす、オンライン面会用端末やオンライン診療用無

線端末導入が進むなど、医療機関における電波利用が拡大

している。そこで新型コロナ感染症対策としての無線利用に

ついて調査した。 
 
【全国医療機関へのアンケート調査結果】 
・新たな電波利用機器として、オンライン面会用端末、無線型

見守りセンサ、無線式呼出しチャイム、オンライン診療用無線

端末、無線型監視カメラ等を導入している、または導入する

予定の病院が多くなっている (図 13) 
・特に、オンライン面会用端末とオンライン診療用無線端末は、

新型コロナウイルス感染症発生後の導入が圧倒的に多くなっ

ている。(図 14) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 電波利用機器の導入状況（病院） 
2020 年度アンケート結果 5)6) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図 14 電波利用機器の導入時期（病院） 

2020 年度アンケート結果 5) 6) 
 

3.6 電波利用機器の管理・運用 
電波の混信や電波干渉によるトラブルを防ぐには、電波を

利用する各部署を横断して電波の管理・運用を行うことが重

要であり、これから増え続ける電波利用に対応するためには、

管理・運用体制を構築することが欠かせない。 
以下の調査結果から、電波の管理等に関する情報や、具

体的な管理・運用方法、各部署を横断的した電波の管理・運

用の重要性の周知が重要である。 

 

【全国医療機関へのアンケート調査結果】 

・電波そのものや電波の管理等に関する十分な知識を持った

関係者が少ない(図 15) 
・施設で電波利用機器をどのように管理・運用していくべきか

がわからない (図 15) 
・電波の管理は、各部門が個別に実施することが多い(図 16) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 15 病院における電利用機器の管理・運用に関する課題 

（2020 年度アンケート調査結果）5) 6) 
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図 16 病院における電波利用機器の所管部門 
（2018 年度アンケート調査結果）5)8) 

4．手引き（改定版）について 
以上のような状況を踏まえ、手引き策定以降の活動や最新

情報の反映の検討、手引きの使いやすさの改善を目的に、

手引き（改定版）5)は策定され、2021 年（令和３年）7 月に公表

された。併せて、手引きの（改定版）の概要を分かりやすく説

明する「エッセンス版」5)も公表された。 
手引き（改定版）については、医療機関の関係者、通信事

業者、医用電気機器製造販売業者や建築事業者等が連携

して、医療機関における安心・安全な電波利用環境を整備す

る際に参照することができるよう、電波利用機器（医用テレメ

ータ／無線 LAN／携帯電話／その他の機器）のトラブル事

例や対応策、医療機関において電波を管理する体制等の整

備を中心になるべく分かりやすく情報提供を行うことを目的と

し、以下の点について充実を図った。 

 

I 新たな電波利用動向や技術動向の反映 
・新型コロナウイルス感染症の発生をきっかけとした医療機関

における電波利用の広がり等、新たな電波利用動向の反映 
・無線 LAN や携帯電話のテザリング等、きめ細かな利用ニー

ズに対応した安心・安全な電波利用に向けた対策実施例の

記載 
・無線 LAN や携帯電話の新たな規格や EMC 規格改定の反

映 等 
 

Ⅱ 初版発行後の活動の反映 
・各医療機関で電波を適切に利用するための院内規程の具

体例を示した「電波の安全利用規程（例）」4)の反映 
・医用テレメータの電波に関するトラブル原因の約７割を占め

る医療機関の建築設計・施工対策や運用に関する対策の

充実 等 
 
Ⅲ 使いやすさの改善 
・医用電気機器や無線機器を管理する部門だけでなく、医

師・看護師・その他職員にとって分かりやすい記載を追加す

るとともに、エッセンス版を作成 
・具体的な対策についてすぐに検討できるよう、医療機関の

エリア別の対策実施例を新たに掲載するとともにトラブル事

例／対策、Q＆A を拡充 等 
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5.最後に 
本シンポジウムを通して、医療機関における電波利用に係

る問題点や対応方策について共有され、状況の変化が速い

医療機関において、安心・安全な電波利用を通して、医療の

質の向上や効率化が図られることを期待する。 
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